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　1ア歳の女子，既往 に気管支喘 息 ，
ア トピー性皮膚炎，

ア レ ル ギ
ー

性 鼻炎 あ り．巻貝 （ト コ ブ シ
， SSと

し て売ら れ て い た通称 ラパ ス 貝．以後 ト⊇ ブ シ   と略）を食 べ て 55分後，運動中 に 全 身の 蕁麻 疹，呼吸

困難，意識消失発作を起 こ し，救 急治療 を受 け 数時間内 に 回 復． 3 カ 月後，巻貝 （サザ コ：，TC ）を食べ

て 30分後，ラ ン ニ ン グ 途上 に て 同様症 状起 こ η，救急治療 に よ り， 数時間以内 に 回復 した．自家製の ト

コ ブ シ   ， サザエ 粗抗原 に よ る RAST ス コ ア は 4 と 2。ELISA に よ る韮nhibition 　testt： よ η．　 KLH と ト

コ ブ シ   ， サ ザ エ 間 に 高 い 共通抗原性 を 示 した が， トコ ブ シ  
一サ ザ エ 間 で は 共通抗 原性 は 低 か っ た．

Sephacry1G・200ゲ ル ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ る 溶出分画 を 用 い た ELISA に て，トコ ブシ   ，サザ エ 各 々

に数種の 互 い に異な る ア レ ル ゲ ン の 存 在が認め ら れ た ．運動誘発後 の FEV 、．eの 変化 で は即 時型 の 反応 と

血 中ヒ ス タ ミ ン の有意 の 上昇 を認 め た．

Key　words ： chemical 　mediator
− exercjse　induced　anaphylaxls （EIAna）− food−dependent

exercise 　induced　anaphy ！axis
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　shellfish
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Abbreviations ：　BSA ．　 bovine　 se 田 m 　 albumin ；

Ef　∠）ermato ♪kagoides　farinae；　Dp 　Dermato−

Phagoicies　PteroniSst
’
nus ；　EIAna 　exercise −induced

anaphylaxi 零 　EHSA 　enzyme ・linked　immunosor−

bent　assay ； HD 　house　dust； HDM 　house　dusし

mite ； K田 keyhoie　 limpet　 hemocyanin； OA

ovalubumine ；　OD 　optometric 　density；　PBS

phosphate 　buffered　 saline ；　PBT 　phosphate

buffered　sa童ine　with 　twee叫 　PRU 　phadebas
RAST 　unit ； RIA 　radioimmuno 　assay ； RAST
radjDa ］lergosorbent　test；　SS　Sulcu里us 　 Supertex・

ta； TC 　Turbo　Comutus

　物理的刺激 に よ る ア レ ル ギ ー（physical　allerg ｝
・
）の

うち ，呼吸困難や，意識消失などの 強 い 全身症状を伴

う場 合 を physicalanaphy】axis と呼ん で い る
匪｝．また ，

運動に よ りお こ る場 合 は，運動誘発ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

（exercise ・induced　 anaphylaxis ； EIAna ） と呼ばれ

る
2）s，｝

　最近 s 食物摂取後 の 運動 に よ りア ナ フ ィ ラ キ シ ー症

状 が 誘発 され る 場合 を，食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ

ラ キ シ
ー

（food−dependent　exercise 　重nduced 　ana
・

phylaxis）と 呼 ば れ ， その 劇的 な経過 に よ り注 目さ れ て

い る．

　我 々 は，巻貝 に よ り誘発さ れ た と思われ る
一

症例 を

経験 し た の で 報告す る．
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症　例

巻貝に よ る運動誘発 7 ナ フ t ラ キ シ ー

Table　l　Laboratery　findings

　 発症時，17歳 の 女子 で ある．

　　（昭和45年 主月27日生）

　 主訴 ：全身の 蕁麻疹，呼吸困難，血 圧低下，意識障

害などの ア ナ フ ィ ラ キ ン ー症状で あ る．

　 家族歴 ：父 C43歳），母 （42歳）と妹 （10歳），母 が

幼児期 ス ト ロ フ ル ス が み られ た 他は健康で ある．

　 既往歴 1乳児期，ア ト ピ
ー
性皮膚炎．10ヵ 月 〜6歳，

気管支喘息．7歳〜
現在まで ア レ ル ギ

ー
性鼻炎 がある．

　 現症 ：昭和62年 6 月，夕 食後自転車に て 塾 に 急ぎ．

15分位 して （食後約55分）咳発作出現 し，眼，耳，鼻，

咽 頭 が か ゆ く， 全 身 に 蕁麻疹 が 出現し発声不 能と な っ

た．次 い で 嘔吐，呼吸困難 も出現 した ため ， 某大付属

病腕 の 救急部 を受診 し た．受診時に は 全身の 蕁麻疹，

呼 吸困難 ， チ ア ノ ーゼ ，血圧低下，意識障害を認 め，

血液 ガ ス 分圧 に て PO255 ．8，　 PCO ， 31．5，血 圧 9 ／50で

あ っ た が，cortisone
， 抗 ヒ ス タ ミ ノ な どの 治療に よ り

数時間以内に 回復 し，帰宅．翌 日の 外来受診時 に は 特

別 な異常は 認め られな か っ た．同年 9月 ， 夕食3 分後 ，

犬 の 伴走途上 よ り咳発作，全身の 蟹痒，蕁麻疹，呼吸

困難 が起 こ り，走 っ て 帰宅 し た．嘔吐，下痢，腹痛を

伴 い ，救急受診時に は ，前回 同様 チ ア ノ
ー

ゼ
，

血 圧低

下 ， 意識障害， 全身の 虚脱状態がみられ た．血液 ガ ス

分圧 は ，PO ， 74．1，
　PCOz 　46、8，血圧 8e／50で あ っ た が，

cortisone ，抗 ヒ ス タ ミ γ 剤な どの 投与 に よ り数時間 に

て 回 復 し，翌 日 の 外来受診時 に は 異常を認 め られず帰

宅．そ の 後行 っ た ア レ ル ギ ー
の 皮膚 テ ス F ，RAST を

含む諸検査 に て も原 因 は 同 定 さ れ ず，摂取し た食物 の

うち ，第一回 目の ト コ ブ シ   ，
ア ワ ビ

， 第 二 回 目の サ

ザ エ （Turbo　Cornutus；TC ）な どの 巻貝を食べ ない

よ うに 注意 し ，
ス キ ー部員と して の トレ ー＝ γ グ を 継

続 して い た が，そ の 後 上述 の 発作 は 起 きて い な い ．63

年 1 月に精査の た め に 当科を受診 した，

　現病歴 ：体格，栄養状態良好．身長163cm，体重56

kg，

　眼結膜や や充血，鼻粘膜蒼白，浮腫を認 め る．胸部

聴診正常、その 他特別な異常な しt

　
一

般検査 ：血 算 ， 血液生化学，尿検査 に て 特別 な異

常を認め なか っ た．

　 ア レ ル ギ ー性検査 ： （Table　1）

　（1）皮膚 プ リ ッ ク テ ス ト

　 吸 入 ア レ ル ゲ γ 24種 中，HD ，ダ ニ ，ス ギ 花粉 に 陽性．

食物ア レ ル ゲ ン 52種中，ア ワ ど に 疑陽性 の ほ か は すぺ

王　 Ge冂 eral 　examinatlon 　　　　　　　　　　　　　　
『

　 bio（xi 、　urine ，　bloOd　 chmemist ｝
・
二 w ．n、L

H　AIIergy　examinatiens

l，Prick 　test

　　｛nhalants 　（24　kinds冫二 pesitive　to　HD ，　 HDM 、
　　Japanese　cedar 　po！len

　　fQod　allergens 　（52　kinds＞

　 　 　 　 abalor 】e　4 × 5！10x3

　 　 　 　 0therS 　l　 negative

2．　Intracutaneeus　test （end 　point）

　　HD 王0國：，Japanese　cedar 　poHen 　10−5，　abalone 　lO
−3

3．　RAST 　score

　　HD 　3，　HDM （Dp，　Df）4，　Japanese　cedar 　pallen　2，
　　Lapas　4，　TC　2，　aba 】one 　O

4．　Serum　IgE　ievel；4801U 〆mL

5．P．K 　test

　　aba1Dne ，　mushrooms ； negative

6．PeriphτaE　e。sino 　c。 utS ；102／ 
3

7．Nasal　smear 　staining ；marked 　e・ sin ・philia

8．　Lung　function　test （Spirograph）
　　VC 　4．08L，　PEFR 　6．15L！S、％FEV

し082 、7
9．Respiratory　threshoid 　Qf 　acetyl 　 choline 　（RT ・

　　Ach）；625μ9／ml

て陰性．

　（2） RAST ス コ ア に て ，　 HD3
，

ダ ニ （Dp，　 Df）と も

に 4，ス ギ花粉 2 で あ っ た ．患者の 食べ た 物 の うち，

疑 わ し い ア ワ ビ
，

シ メ ジ
，

ン イ タ ケ の PK テ ス トは陰性

で あ っ た，皮膚 テ ス ト で 疑陽性 を示 した ア ワ ビ と，症

状 を 起 こ した 時 に 患者 が 摂取 し，そ の 後避け て い る F

コ ブ t　¢ ’，サ ザ エの 三 種 に つ い て 各 々 ア レ ル ゲ ソ を精

製 し，RAST 及 び RAST 　inhibition　testを行 っ た．

　ま た，こ の よ うな 貝 に 共通 す る銅 蛋 白で あ る key・

hole　limpet　hemocyanin（以 下 KLH ）
1〕

，
ト コ ブ シ   ，

サ ザ ＝ を用 い て の ELISA 　inhibit三〇n　testを行 っ た ．

ー・
」

ー

1

！

し

実験材料 と実験方法

　1） F コ ブ ジ   ，サ ザ エ ，ア ワ ビ の 抽出抗原．市販の

巻 貝を ホ モ ジ ナ イ ザ ーに て粉砕し，凍結乾燥 した後，−

2  ℃ に て 保存 した ．凍結乾燥 した 貝類 を 氷冷 した 乳鉢

に て 磨砕し，lgの 乾燥量に 30m ｝の 割合 で エ
ー

テ ル を加

え，更 et20〜30分間磨砕 を 続 け た．全 て の 内容 物 を

2S，OOOXg ，30分間，4 ℃ に て遠沈 し ， 上清を捨て，こ

の 脱脂操作 を更 に も う一度緑 り返 し た 後，沈澱 を 凍結

乾燥 した，lgの乾燥量 に つ き20mlの 割合 で pH7 ．4の リ
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1

ソ酸緩衝生 理 食塩水 （PBS ）を上記凍結乾燥末に 加 え，

4℃中 で ス ターラーを 用 い て 撹拌 した ．48時間 後，

彦5，000× g，30分間 ，
4 ℃ に て 遠沈 し

，
上 nvを PBS で 24

時間透析 した ．そ の 間数回外液 を取 り替 え た．透析内

藤を同様 に 遠沈 し，上 清を凍結 し，

− 2  ℃ に 保存 し た．

その 最終産物の 蛋 白含有 量 を Lowry法 で 測定 し た と

こ ろ，ト コ ブ シ   3．8mg ／m1 ，
サ ザ エ 10．Omg，Yml ，ア ワ

ビ4、4mg ／ml で あ っ た．

　2） radioallergosorbent 　test（RAST ）

　RAST は Ceskaの paper 　disc法 に 従 っ た
5 ］．まず，直

鬱5mm の 濾紙 （東洋科学社製 6 号）を CNBr に て 活性

化 した．その 500枚 を 抗原液10mlに suspend し
，

4 ℃ 中

に 24時間，転爵回 転 させ た ．そ の 後 の 処理 は Ceskaの 方

法に 従 っ た、作製 した 抗原結合 paper 　disc　1枚を  ．05

ml の 患 者 血 清中 に 入れ て 4 ℃，24時間 静置 し た 後 ，

RAST 　incubation　bufferで 3 回 洗浄 し，
1251

標識抗 lgE

（Sweden　Pharmacia社製）の O．05mlを 加 えて 4℃，24

時間 incubateした 後，同 様 に 洗浄 し ，自動 ガ ン マ
ー

カ ウ

ン タ
ーに て 残存放射能 を測定 した．RAST 価 の Phar・

macia 　RAST 　Unit （PRU ）表示 は Pharmacia 社 よ り

入手 した 標準血 清及 び 標準paper　discを用 い て 行 っ

た，

　3）　RAST 　inhibition　test

　患者の 血清0 ．  5m1に 抗原液 の 10s，　 le4，103，　 IO2， 10

倍各 ．05mlずつ 加え，3e分間，37℃中 に incubateした

後，各抗原 の paperdiscを 入 れ ，
　 RAST を行 っ た．実験

は全て duplicateで 行 い ，そ の 平均値 を求 め た．得られ

た 放射能 カ ウ ン ト をRAST 　PRU 値に 変え た．

　4）　enzyme 　linked　immunosorbent　test（ELISA）

　既 述 の 方 法 に 準 じ て 行 っ た
a ｝．即 ち 抗 原 100μ1を

polyvinylrvELISA 　
’
？　／ ク 卩 プ レ

ー
ト（Dy 糞atech 社）Fこ

入れ ， 37℃ に 2時間放置 ，
0．OS％ Tween 　20を 含 む PBS

（PBT ，　 pH7 ．4）で 洗浄後 （5 回 ）1％BSA を含むPBS

（PBS −BSA ） を満た し て 1 時間放置， 2 回洗浄後 ヒ ト

血清 （PBS −BSA に て 1 倍 に 希釈） 100μ1入れ て 2時間

静置，

　洗浄後，第一次抗体を 加 え，37℃ に 1 時間反応．洗

浄後，更に 第 二 次抗体を加 え 37℃， 1 時間放置．洗浄

後，基質溶液 （0．034％　H202 を加 えた O．1％　ortho ・

phenylene 　diamine溶液） を 加 え た． 1時間楓 4N 硫

酸を加 え発色を停止 ， OD50  を測定 した ．

　 5） ELISA　inhibition　test

　患者 の 加 清0．1m に ト コ ブ シ   ・サ ザ エ 抗 原液 KLH

（1  mg ／ml ）の IO6，105、　 IO4，　 los，1  ：
倍液1ml ずつ を

加 え，30分間，37℃ に incubateした 後，対象とする他の

抗原液に て overcoat した マ イ ク ロ ブ レ ー
ト中 に app ！y

し，ELISA を行 っ た ．

　6）Sephacryl　G・200　ge】filtration

　 ト コ ブ シ   ・サ ザ エ 抗 原 の 20倍 抽 出液5mlを2．5×

100cm の Sephacryl　G−200の カ ラ ム に apply し，0，05％

NaN3 を含む phosphate 　buffered　sal三ne （PBS ）で 流 出

させ た，lemlずつ 集め て そ の 各fractionを用 い て，患者

血 清を用 い て ELISA 　testを 行 っ た．

結　果

　1）RAST 標準血 清 ス コ ア を 用 い て の 患者の RAST

ス コ ア は ト コ ブ シ   4，す ザ エ 2，ア ワ ビ O で あ っ た．

　2）RAST 　inhibition　test

　 ト コ ブ シ  
一

サ ザ エ 間 ，
サ ザ エ

ー
ア ワ ビ間 に は軽度

の inhibiUonが 認 め られ た が，トコ ブ シ   一
ア ワ ビ 間で

は lnhibitlonが 認め られな か っ た （Table　2）．

　3）ELISA 　inhibition　test

　 自 家 製 ト コ ブ シ   ， ア ワ ビ 抗 原 及 び KLH

（Hem   yanin 　from　keyhole　limpet，　Sigrna　Chem 　ical

Co，　USA ）を用 い て の ELISA 　iphibitlon　tes曾こ て KLH
一

ト コ ブ シ   間 は最高98％，KLH 一
サ ザ エ 間 に は 85％

の inhibitionが 認め られた が
，

ト コ ブ シ  
一

サ ザ エ 間 で

18％ と低 い 値 を示 し，共通抗原｛生が低 い こ とが示 さ れ

た （Fig．1）．

　4＞ Sephacry】G・20egelク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

トコ ブシ

  で は ヒ ト IgG （分子量 160
，
0 O　daltons）に 第 1 峰，

さらに IgG よ り大 きい 部分に 第 2 峰が認め られた（Fig．

2）．サ ザ エ で は Cytochrome　C （MW12 ，400　daltons）

よ り小さい 部 分に 第 1 峰 OA （45，000daltons）〜lgG

（MW16  ， 00daltons）に 第 2峰，王gG よ り大 きい 部分

Table　2　RAST 　inhibition　test（％）

　　　　　 Allergen
I｝isc

L TC Abalone

L 88、2 IG．1 1．8

TC 47、8 も7，7 27，3

Abalone 0 40 60．O

　L ：Lapas　TC ：Turbo　cernutus
　Maximal ％ RAST 五nhib 歪口on 　are 　shown ．　The 「e　was 　a

！ow
〜faIr　inhibition　between　L　 and 　TC ．　There　 was 　no

inhibition　beヒween 　abalone 　and 　TC ．　There　was 　a　fair

inhibition　between　TC 　and 　abalone ．
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（1｝On　KLH50
1001％ 1

（2｝　On 　TLlrbo　Cernatus

　 　 　 　 　 　 50 Ioo （％）

■■ 匿 KLH

嬲 　TUfbo　Cornatus

E≡≡コ Lop薗 s

oo 欄，卍
x1 αo

（3）On 　Lapas
iOG 〔％》

　Fig．1，　 Percent　 lnaximum 　ELISA 　inhlbition　are

shQwn ．　There　were 　98％ inhibition　beしween 　KLH
and 　L，85％ betwe已n 　KLH 　and 　SC 　and 　l8％ between
Larld 　TC ．　The 　concentrations 　of　allergens 　 which

gave　the　50％ inhibitiQns　 were 　iO−5　between　KLH

and 　 TS，10−4　 be亡ween 　KLH 　and 　TC 　and 　IO
−5

between　KLH 　and 　SC ．
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　Fig．2．　ELISA 　by　the　fractjons　of 　L　on

Sephacry】・G　200．　There　was 　a 　marked 　activity ．

とCytochrome　Cよ り小さ い 部分 に 第 3峰，第 4 峰が

認 め られ た （Fig．3）．即ち F コ ブ シ   ，
サ ザ エ に は そ

れ ぞれ特異的な ア レ ル ゲ ソ 活性 を示唆す る もの で あ

る．
一

方KLH の 分子量 は 約 100，000daltonsで あり，こ

れ が 単独 ま た は 重合 し て ア レ ル ゲ ソ 活性を持つ こ とに

よ り， トコ ブ シ   ・サ ザ エ と高 い 共通抗原達を示 して

い る 可能性がある と思 わ れ る，

　F｛g．3．ELISA 　by　fract｝（）ns 　of 　TC 　on 　Sephacryl．

G200 ．　There　was 　a　marked 　activity ．

　5） トレ
ッ ド ミ ル に よ る運動負荷 （Bruce法）

　 ト レ
ッ ド ミル を用 い た 運動負荷後の 1秒量 の 推移 を

観察し た と こ ろ （Fig．4）， 5 分後に最高訓 ％の 低下を

示 す即時型 の 喘息反応 を示 し
， 同時 に 行 っ tt　RIA 法に

よ る 血漿 ヒ ス タ ミ ソ 値 は， 5 分後よ り有意 の 上昇を示

し た ．

考　察

　光線，寒冷，温熱そ の 他 の 物理化学的な刺激に よ り，

蕁麻疹，血管浮腫，鼻炎 な ど が誘発 され た 場合をphysi・

cal　allergy と呼び ，
こ の うち呼吸困難，血圧低下，意

識障害な どの 強い 全身症状を伴 う場合 は physical　ana −

phylaxisと 呼ぼ れ る．こ の なか で ，運動 が 誘因 とな る場

合 は E 王Ana （exercise −induced　anaphylaxis ）と呼ばれ

て い るが ，1979年，Maul三tzが特別な食物 （貝）を食ぺ

た後 の 運動 に よ り，顔面 の 潮紅，浮腫 ，全身 の 蕁麻疹

と痰痒を起 こ し 、 こ れ ら を
一

過性 に 繰 り返す 31歳 の 長

距離 ラ ソ ナ
ー

の 症例を報告 した
T），こ れ は 従来の 食物

過敏性 と異な り，運動が強 く関与 して い る反応で あり，

運動が マ ス ト細胞，ま た は好塩基 よ りの mediator に 対

す る過敏な反応 の 閾値 を下げ るか ，ま た は抗原の 反応

臓器 へ の 運 搬を運動 が 増加 させ る の で は な い か と推論

し て い た．1980年，Shefferらは 皮膚マ ス ト細胞 ，
血 中

ヒ ス タ ミ ソ よ りmast 　cellの 関与を示 した
8）．1983年，

Kiddが 4 例 の food−dependent　exercise 　induced　a「「a一
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　Fig．4，　 Changes　of　FEVi．o　on　exercise 〔Bruce
’
s　tread　mil1 ），Maximum 　decrease

was 　achieved 　 at　5min ロtes　after　exercise ．　 Blo・d　 histamine　ievels　showed 　the

sign1ficant　increase　afteτ 5m ｛nutes 　to　45　minutes ・

phylaxisを 報 告 し て い る
9）．1983，　 Novey　et　post・

prandial　exercise ・induced　anaphyiaxis の 41歳の 男性

例を報告し ， 食後 の 運動 に 関与 した 失神発作 に は ，内

臓と筋 肉へ の 血 流 の 増大が原因 して い る と推論 し て い

る
1°｝．

　こ の 頃よ り ，
fo◎d・dependent　exercise ・induced　ana ・

phy｝axis の 概念 が 生 まれ た．

　当初 ， 食事摂取 の 行為 と の 関連は
， 注意 され て い な

か っ た が，Kiddら が食事ある い は 特定 の 食物の 擾取 と

運動と い う条件が 重な っ た 時初 め て EIAna と同 じ症状

が 出 現 す る患者 の 存在 を明 ら か に し，こ れ を foed

dependent　E玉Ana と呼ん だ 9）．こ の 中に は
， 特定 の 食物

に ア U ル ギ ーを持ちそれ を食ぺ た後運動 し て 起 こ る

EIAna と ， 特定の 食物 との 関連 は 見 い 出 せ ず食事 とい

う行為 が 引き金 とな っ て い るEIAna が ある．

　し か し，こ れ も特定で きない だけで 穏れ た 食物 ア レ

ル ギ ーある い は 食品添加物が 原因 とな っ て い る こ とも

否定 で きな い ．い ず れ に せ よ
， 食物 の 摂取がEIAna の

発 症 の 増 強 因 子 と な っ て い る こ と は 明 白 で ，

Scantonmらは food　dependent　EIAnaは EIAna の
一亜

型と考え て い る，

　Shefferらの 最近 の ア γ ケ
ー

ト調査 で も
12）食事 と の

関連を示 し た E【Ana 患者は 199人中の 54％ に の ぼ り，そ

の うち特定 の 食物が 関係 し た もの は 18％ で あ っ た．ま

た ア ス ビ リ ソ などの 薬物の 関与は 13％に み られた．

　以後 日本で も1984年 ， 阿久津 らが 小麦 に よ る症例
t3 ｝

，

1987年 に は 三 宅 ら
14）が エ ビに 対する と思わ れ る

一
症例

を報告，1988年以後 ， 阿久 津，須 甲
15 ）

らに よ り症例 の 集

積が 行 わ れ て お り，本邦 に お け る報告 は ，多 くが食事

と関連 した 症例 である，こ の よ うに EIAna が，運動 に

よ っ て 誘発され る独立 した疾患単位で ある と し て も，

食事と の 関係 は 無視 で きな くな っ て い る。

　food　allergy と こ の EIAna との 関連 に つ い て で あ る

が，EIAna か らみ る とfood　allerg ｝
r の 存 在 は，発症 に 大

きな 比重 を 占め る が food　aUergy か らみ る と，　 RAST

陽性の卵 ア レ ル ギ ー
患者 は 多 い が （特に 小児）運動 し

て ア ナ フ ィ ラ キ シ
ーま で 進むの は ご く少数 と考 えられ

る．こ の こ と は，food　allergy と い え ど も，そ の 患者が

EIAna の 病態を持ち合 せ て い る か ど うか で ア ナ フ ィ ラ

キ シ ーの発現 が 決定 され る よ うに考え ら れ る．

　 い い か え れ ば，food　allerg ｝
t の 重症 度 は ，ア v ル ギ ー

その もの の 存在に 加 え て
，
EIAna あ る い は コ リン 性 蕁

麻 疹 t ど の 他 の 素 因 の 存 在 で 決 ま る と 思 わ れ

る
16 ｝
− IS」

．

　 Kidd らは，食物摂取後に運動 して 発症す る こ と か ら

（その 逆で は 発症 し な い ），食物 ア レ ル ギ ーが，運動 に

よ る皮膚 の mast 　cell の メ デ ィ ヱ ータ
ー
遊離 の 閾憊を

下げ ると考 えて い る．こ の こ と は Kivityら
19 ，

の 研究か

ら支持 され て い る．

　著老 ら もfood　aUergy と EIAna は 別 々 の 疾 患 で あ

N 工工
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り、food　dependent　anaphylaxis は 両者 が 合併 し て 出

現する中間型と考え て い る．

　 一方，貝に よ る ア レ ル ギ ーの 報告は 少な く ，
1986年 ，

高橋 らが ダ イ オ ウ ス カ シ ガ イ に よ る ア レ ル ギ ー
の 4

例
2°｝

， 平泉 らが 1989年
，

つ ぶ 貝に よ る ア ナ フ ィ ラ キ シ ー

シ ョ ッ ク の 1 例を報告し て い る 211．

　 我 々 は，今回
一

般 の ア レ ル ギ ー検査 に て は 原因が不

明で あ っ た が，自家製の ア レ ル ゲ ン （ト コ ブ シ   ，サ

ザ エ ，ア フ ビ ）を用 い て の RAST ．及 びRAST 　inhibi・

tion，　 ELISA　inhibition，及びSephacrylG・200gelク P

マ トグ ラ フ ィ
ー

に て ト コ ブ シ   ，
サ ザ エ に 特異的 に 反

応 し て い る こ と，ま た ， こ の よ うな貝に 共通の 銅蛋白

で あ るkeyholelimpet　hemocyanin （KLH ） と 共通抗

原がある こ と を示 し た．さ らに ，運動誘発に よ り直後

よ り血中 ヒ ス タ ミ ン の 有意の 上 昇を認 め る こ と よ ウ，

食物摂取 とそ の 後 の 運動 をきっ か けに 遊 離した ヒ ス タ

ミ ソ を含む chemica ｝ mediator の 作用 に よ り，激 し い

全身症状 を伴 う 1型 の ア レ ル ギ
ー
反応を起 こ した もの

と考 之 られ る．

　 こ の 症例 に つ い て 検討す る と，発症以 前は ア ワ ビ，

ト コ ブ シ ，サ ザ エ を 含め て 魚介類 を よ く食ぺ て い た こ

と，そ して ス ボ ー
ツ ク ラ ブ に 籍を置 き，

か な り激 しい

運動を して い た に もか か わ らず ， 喘息症状を含 め て 何

事も な か っ た こ と は，こ の 症 例がK 三dd ら の い うfood

dependent　EIAna に相当する こ と を 示唆 して い る．ま

た
， 患者 の 協力 が 得 られず食物 の 負荷試験 が で きず，

十分な確証 が得 られなか っ た た め ，こ の 症例をEIAna

と考えず，単に 運動が食物 ア レ ル ギ ーを増悪させ た に

すぎな い とい う意見もあろ うが
，

ト レ
ッ ド ミ ル に よ る

運動だ け の 負荷 に お い て ，血 奨中 ヒ ス タ ミ ソ 値が 8 倍

以上上昇 した こ とは，単なる食物 ア レ ル ギ ー
や運動誘

発喘息か らで は説明で きな い と思われ る．運動誘発喘

息の 誘発試験で の 報告は
，

ヒ ス タ ミ ソ の 上昇は
，

せ い

ぜ い 3倍程度に すぎない （Leeら）
Zt ｝

の で，　 EIAna の 病

態が存在した と考え られ る．

　 ア ナ フ S ラ キ シ
ー

を 誘発す る 運 動量 に つ い て，

Shefferらの ア ン ケ
ー

トで も歩行中 か らマ ラ ソ ン ま で ，

そ の軽 い 激 しい は あま り重要で は な い と言え る．

　 こ の 患者 に は
， 巻貝の food　a 蓋蓋ergy が あ り， それ に

よ っ て mast 　cellの メ デ ィ
エ ー

タ
ー

の 遊 離の 閾値が十

分下 っ て い れ ば，軽い 運動で も起 こ り得る と思 わ れ る．

　す なわ ち，こ の よ うな急激 な食餌性運動誘発 ア ナ

フ ィ ラ キ
ー
：
一

を起 こ すた め に は ，  小児期 よ り持続す

る ア レ ル ギ
ー
疾患に よ る準備状態．  ELISA ，

　 RAST

に よ り証明 され た 特異的 ア レ ル ゲ ソ とそれに 対 する抗
体，  運動誘発 に よ り上昇し た 血中 ヒ ス タ ミ ン に 代裘

され る chemical 　mediator の 存在が，不可欠 で あると

思われ る．症状 が 気道浮腫 を伴 う劇的な反応 で あ り，

緊急を 要 す る 疾患 と して
，

さ らに 啓蒙を 必要 とする で

あろ う．

　 （ト コ ブ シ ，サ ザ エ とも腹足網原子腹足 目に 属す る

巻貝の
一
種で あ り，ト コ ブ シ は ア ワ ビ よ り小型で あ る

な お冷 回用い た ト コ ブ シ   は チ V9 の 巻貝 の
一

種 で ，
い わゆ る Lapas員 として ア ワ ビ， 卜

’
3 ブ シ の 類似 品 と

して 安 く市場 に 売 られ て い る もの で あ る．）

　なお，今回 緊急時の デー
タ を公開 し て 下 さ っ た 慈恵医 丈

附属 柏 病 院 内 科 の 藤瀬講 師，ダ イ オ ウ ス カ シ 貝 の ア レ ル

ギ ーに つ い て ご 教示 下 さ っ た 国立 沼 田 病院小児科 の 高橲

孝先生，また，こ の 研 究 に 助 言 い た だ い た，岩田 　力東大分

院 小 児科 講 師，鴨 下 重彦 東 大 小 児 科教 授 に 謝意 を表 し ま す．
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   A l7 years old girl experienced  an  anaphylactic  reaction  of  urtic2ria,  dyspnea, syncepe  and  hypotension while
riding  a  bicyc!e 55 minutes  after eating  shelifish  Lapas  shellfish  which  was  a-like Sulculus Sllpertexta <SS).
   She recovered  within  several  heurs after  the emergency  treatrnent, Another attack  occurred  3 months  later
while  she  was  running  with  a dog 30 minutes  after  eating  shellfish  (Turbo Cornutus; TC), RAST  scores  were  4 for
Lapas and  2 for TC. RAST  inhibition test by ELISA showed  a high crose-reaction  between keyhole limpet
hemocyanin (KLH) and  Lapas, and  between KLH  and  TC,  while  thecros$ reaction  between Lapas ancl  TC  was  low.
Gel chromatography  with  sephacryl  G-200 revealed  that both lmpas  and  TC  had several  allergens  with  different
melecules  which  were  detected by ELISA.  Exercise challenge  produced  an  imrn ediate fall of FEVi and  a significant

increase in plasma  histamine Ieyels fer 45 minutes.
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